
消毒液の取扱
い 注意

⼦どもが⼿の届く位置に
もある消毒液は・・・

誤飲や興味本位でなめて
しまう可能性があります。

取扱いには改めて注意を
しましょう。

5歳児が消毒液をなめて、
急性アルコール中毒にな

る

今年3⽉、保育園に通う⼥児（5）が、突然
意識不明となり、救急搬送された。

園で、午睡前は変わりなかったが、午睡後
に保育⼠が気が付いた時には、うずくまり
「⽬がぐるぐるまわる、気持ち悪い」と訴
えた。⼩児科受診し、点滴を受けたが、呼
びかけに反応しないため、救急搬送される。

⾎液検査やCT,MRI検査では、異常が⾒つ
からず。午後9時半ごろに意識がもどり、
30分後には会話ができるようになった。

本⼈の話を受け、同11時に⾎液検査をす
ると、⾎中アルコール濃度が120mg/dlあ
り、「急性アルコール中毒」と診断され
た。

⼥児は回復し、後遺症もないが、まれに、
低⾎糖で死に⾄ることもある。⽬撃情報
や物的な証拠がなければ、診断が難しく、
治療が遅れる可能性がある。

⼦どもの⼿の届く所にある消毒液は、⼦
どもも⾃分で消毒できるようにとの狙い
があるが、簡単に⼿にできる危険性と隣
り合わせだ。
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⼥児は午睡時、スプレータイプのアル
コール消毒液をこっそり⼿に付け、なめ
る⾏為を繰り返したことを打ち明ける。
以前にも数回なめたという。

(^_
^)

〇37.5度以上の熱や呼吸器症状が認められる場合には、登園をご遠慮ください。

〇発熱等が認められた場合は、解熱後２４時間経過し、呼吸器症状が改善傾向
となったのちの登園をお願いします。

〇園児の同居家族が体調不良の場合は、園児の体調が良好でも
登園を中止して下して下さい。

保護者の皆様へお願い新型コロナウイルス
対策として

心なしか、空の色が済んできたような気がします。朝、晩の涼しさの中に秋の訪れを感じます。お休みを利用
して、家族で旅行をした方も多いと思います。水遊びやプール、花火など夏ならではお遊びを楽しんだ事と思
います。ひとまわり成長した、元気な声が園内に響いています。

また、この時期は夏の疲れが出たり、気候の変化にともない体調を崩しやすいときです。毎日一緒にいる家
族の目が一番確かです。毎日のお子さまの健康観察をお願いいたします。

太陽の⼦保育園 2022年9⽉号

題字と⼿書きの
イラストは、
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